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感染症サーベイランスの感染症サ イランスの
テスト公開について

○ 定点調査研究事業における感染症マップのテスト公開について

○ サーベイランスだけでなくスピードを活かした「センサ」としての活用の提案
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感染症サーベイランスについて感染症サーベイランスについて

 概要 概要
 日医標準レセプトソフト（日レセ）への日々の入力（検査・投薬・傷病名）

から、疑い症例の地域的な集積を探知する手法

定点調査の安全なネ トワ クを使い自動収集するため 迅速でかつ 定点調査の安全なネットワークを使い自動収集するため、迅速でかつ
医師に負担がかからない

 ほぼ全自動で24時間以内に地域の関係者で情報共有が可能
現在はインフルエンザのみ 順次対応する病原体を拡大予定 現在はインフルエンザのみ。順次対応する病原体を拡大予定

 月次レセプトデータも含め、最終的には、地域医師会が主導権を持っ
て活用できる仕組みが目標

 本事業のルーツ
 2007年頃より国立感染症研究所（感染研）が、日レセを使ったリアルタ頃 究 、 使

イムサーベイランスシステムを検討、試作していた

 本格運用に向けて日医総研との共同研究開発を進めていたが、新型
インフルの流行により感染研側が多忙となりペンディング。本年（2010
年）より再度始動
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年）より再度始動

2



現状現状
 感染症マップの骨格が完成

 インフルエンザ判定ロジックの見直し
 検査／投薬／傷病名の各々の診療コードにおけるインフルエンザ判定項目の

抽出
これまでは検査キ ト中心の判定（小児包括のみ投薬と傷病名を利用） これまでは検査キット中心の判定（小児包括のみ投薬と傷病名を利用）

 web公開方法・公開範囲などについて検討
 患者や医療機関のプライバシ に配慮 患者や医療機関のプライバシーに配慮

 患者の所在地郵便番号を医療機関所在地に置き換え
 さらに医療機関住所を「距離で」医師会所在地に置き換えてマッピング

 ベ スとなる地図デ タの選択 ベースとなる地図データの選択
 ライセンスフリーの地図としてGoogle Map を採用
 国立感染症研究所より、白地図データ提供の申し出あり。今後採用検討

 参加医療機関の継続募集中
 現在約６６０（全てが内科系ではない）

参加を呼びかけるため、感染症マップの「テスト公開」を開始
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参加を呼びかけるため、感染症マップの テスト公開」を開始
http://www.orca.med.or.jp/das/index.rhtml

http://www.orca.med.or.jp/das/infection_map/map.html

日医ホームページからのリンクを準備中
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日医ホームページ・「感染症サーベイランス」
リンク追加のイメージリンク追加のイメージ

※画面はイメ ジです
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※画面はイメージです。



Google Map
を利用したを利用した
開発中画面

6



7



8



インフルエンザウイルス判定ロジックインフルエンザウイルス判定ロジック
 医薬品からの判定

 610443074 タミフルカプセル７５
2010.11.10 現在

 610443074 タミフルカプセル７５

 610462002 タミフルドライシロップ３％

 660443018 リレンザ

2010.11.10 現在
（状況に応じて変更可能）

リ ンザ

 622012101 イナビル吸入粉末剤２０ｍｇ

 621972101 ラピアクタ点滴用バッグ３００ｍｇ

ラピアクタ点滴用バイア 621972201 ラピアクタ点滴用バイアル１５０ｍｇ

 検査からの疑い数抽出

ザ 密 160169450 インフルエンザウイルス抗原精密検査

 160042210 インフルエンザウイルスＡ型抗体価検査

 160042310 インフルエンザウイルスＢ型抗体価検査 160042310 インフルエンザウイルスＢ型抗体価検査

 病名からの判定

 インフルエンザ関連の傷病名コ ド（次ペ ジ）
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 インフルエンザ関連の傷病名コード（次ページ）



インフルエンザウイルス関連傷病名コード（レセプト電算）
（厚労省：傷病名マスタ平成22年10月1日版より）

傷病名名称 請求 ド ICD10 ド傷病名名称 請求コード ICD10コード
インフルエンザ 4871001  J111
インフルエンザＡ型 8842080  J101
インフルエンザＡソ連型 8842079 J101インフルエンザＡソ連型 8842079 J101
インフルエンザＡ香港型 8842081  J101
インフルエンザＢ型 8842082  J101
インフルエンザ気管支炎 8830710  J111
イ ザ心筋炎インフルエンザ心筋炎 8830720 J118
インフルエンザ性胃腸炎 8830721  J118
インフルエンザ性咽頭炎 8830722  J111
インフルエンザ性急性上気道感染 8830723 J111インフル ンザ性急性上気道感染 8830723 J111
インフルエンザ性胸水 8830724  J111
インフルエンザ性喉頭炎 8830725  J111
インフルエンザ性喉頭気管炎 8830726  J111
インフルエンザ性副鼻腔炎 8830727 J111インフルエンザ性副鼻腔炎 8830727 J111
インフルエンザ脊髄炎 8830728  J118
インフルエンザ中耳炎 3810006  J118
インフルエンザ脳症 8843828  J118
インフルエンザ脳脊髄炎 8830730  J118
インフルエンザ肺炎 8830731  J110
急性インフルエンザ心筋炎 8832283  J118
新型インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１） 8845197 J101
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新型インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１） 8845197 J101
鳥インフルエンザ 8843940  J101



本格稼働に向けて本格稼働に向けて

 サーベイランスから「センサ」へ

 現在の感染研の発表には１週間～10日程度の遅れがあるた
め、地域での状況を明日の診療に役立てることが難しい

本提案 最大 価値は「 ピ ド ピデ ク 初期段階 本提案の最大の価値は「スピード」。エピデミックの初期段階
での早期発見が可能

 （例：タミフルセンサ）「○○地域でタミフルの投与を検出」 （例：タミフルセンサ）「○○地域でタミフルの投与を検出」

 自動であるため平時の監視が楽

 簡易なマップ表示を使い、11月中の稼働を目指したい簡易な ッ 表示を使 、 月中 稼働を目指した

 病名入力ルールについて 病名入力ル ルについて

 A型かB型かなどに分けてレセコンに傷病名を登録してもらう
ための依頼アナウンスが必要
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依頼アナウ 必要
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スケジュール案スケジュール案
 12月初旬

 インフルエンザマップのテスト公開
 医療機関からは朝に一回、昨日集計分を送信

 診療翌日の昼頃にマップに反映

 参加募集活動の強化

 2011年1月
 リアルタイム化＋本格公開

 医療機関で患者毎の診察・入力時に都度送信 医療機関で患者毎の診察・入力時に都度送信

 インフルエンザマップは24時間15分おきに更新

 マップと数字によるデータ提供
 地域医師会や医療機関で加工利用ができる

 マップの改良・精緻化

 2011年1月以降
 定点調査への手挙げ参加から原則参加へ？（検討中） 定点調査への手挙げ参加から原則参加へ？（検討中）

1212



来年度以降（予定）来年度以降（予定）
 日医による医療の天気予報へ
 インフルエンザのみならず「全ての」投薬 検査 病名をリアルタイ インフルエンザのみならず「全ての」投薬、検査、病名をリアルタイ

ムで集計し、あらゆるセンシングを可能とする
 簡単なマップと数字によるデータ提供

 回線ならびにサ バの増強が必要 回線ならびにサーバの増強が必要

 アウトカムの可視化ツールとしてアウ 可視化ツ ル し
 検査／投薬／病名の数などを使い、地域や医療機関による自動情

報公開を可能とする

 その他の活用アイデア
 時間外診療の状況
 待ち時間のリアルタイム表示
 保健所への報告支援 etc...
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（参考）データ収集フローとセキュリティ（参考）デ タ収集 キ リティ

日医総研（電子錠のある部屋）日医総研（電子錠のある部屋）

統計サーバ

６ 収集データ解析

統計サ バ

１
５

ID配布
収集データ取得

解析結果公開７

インターネット３ 収集データ生成

医療機関

収集サーバ

日レセ

２ 設定
収集データ送付４

個人情報

暗号化して格納

24時間以上保データセンタ
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医療機関 個人情報
を削除

持しない



事例紹介：厚労省・感染症サーベイランス事業
（感染研）（感染研）
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